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「 豊かな自然 ・悠久の歴史 光ときめく亀山 」

亀山城多門櫓

亀 山 ・関テクノヒル ズ

東海道五十三次「関宿」

新名神高速道路

市章
平成17年1月11日 に亀山市と関町が合併し、新「亀山市」が誕生しました。新市

の市章には、全国各地から1,863点 の作品応募があり、選考の諾果、左の作品が新
「亀山市」の市章に決定しました。

これは、亀山市の特徴である豊かな自然や歴史文化を守り、さらに高めていく姿を

大きな山並みとして表し、曲面(ウエーブ)はときめく亀山市の限りない発展を表して

います。

なお、表紙の車両は、亀山市消防本部の救急車と判るように、これまでの赤色のラ

インから亀山市の市章である緑色を基調としたツートンカラーのラインを採用しました。

市の木
市の木「杉」は、野登寺の杉並木や川倶神社、片山神社のご神木の杉など、市内

を代衰する歴史的な背景を持つ史跡とともに、古くからなじまれてきた木です。

市の花
市の花「花しょうぶ」は、亀山公園内の菖蒲園に100種2万 株の花が咲き誇り、

毎年6月 には「花しょうぶまつり」が開かれるなど、なじみ深く親しみのある花です。



は じ め に

この年報は、亀山市の消防業務及び消防諸般の状況並びに平成23年 中にお

ける火災、救急 ・救助等の統計データを収録 し、消防行政の現状を広 く紹介

するために編集 したものです。
なお、災害統計については暦年、事業概要等は会計年度、その他は各表記

載年月日としています。また、予算関係資料については当初予算の金額を記
載 しています。

平成24年10月

亀山市消防本部
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山 市 の 沿 革

亀山市の歴史は古く、古代、鈴鹿の関は、越前の愛発、美濃の不破とともに日本三関と

呼ばれ、都と東国を結ぶ交通の要衝として栄えてきました。
江戸時代に入ると、亀山宿、関宿、坂下宿は東海道の宿場町としてにぎわいました。中

でも関宿は、西の追分で鈴鹿峠越えの東海道と加太越えの大和 ・伊賀街道が、東の追分で

東海道と伊勢別街道が、それぞれ分岐 していたため、参勤交代や伊勢参 りなど、多くの人
やものが行き交いました。また、亀山宿では、亀山城を中心としたまちが形成されたこと
から、城下町特有のまちとなり、現在の中心市街地の基礎 となっています。

明治4年 に廃藩置県の令が発せ られ た後 、明治22年 の新 市町村 制の実施に伴 い戸数1,300

戸、 人 ロ7,000人 の亀山町が誕生、 明治41年 には更に1力 村を合併 し人 ロも10.000人 を数

え、 昭和29年(1954年)ま で、 この地域は亀山 町、昼生村 、井 田川村、川崎村、野登

村 、白川 村、神辺村、関町、加太村、坂下村 の2町8村 か ら構成 されて いま した。

昭和29年10月 に亀山町 と昼生村、井 田川村、川崎村、 野登 村が合 併 し、亀山市が新設 さ

れ、その後、一部が鈴廃市へ編入 し、新 たに白川村 、神辺村の一部や芸濃町楠平尾 を編入

し、亀山市の区域 とな りま した。

関町については、昭和30年2月 に関町 に白川村 、神 辺村 の一部 を編入 し、昭和30年4月
に関町 と加太村、坂下村が合併 して関 町が新設 され、その後、一部が伊賀町へ編入 し、新

たに芸濃 町萩原、福徳 を編入 して関町 の区域 とな りました。

平 成17年1月11日 には亀山市 と関町が合併 し、新 「亀 山市 」が誕生 しま した。平成の大

合併 としては、県内で6番 目の合併 とな り、人 ロは48,670人 、面積が190.91kπfで 、 いず
れも県内市町村中10番 目の規模 とな り現在 の市の行 政区域 とな りました。

平 成20年2月21日 、亀山市は地方 自治法で規定す る市 と して名実 ともに 「5万 人都市」と

な りま した。

亀山市誕生当時の昭和30年 代はまさに日本経済の成長期であり、亀山市の成長期でもあ
りました。戦後処理のまださめやらぬ中で、保育所の建設、失業者対策、衛生施設の整備、道
路交通網の整備、教育施設の整備等、文化的な生活を営む上で基本的に必要な生活基盤の整

備 を推進 しました。
昭和40年 代の日本経済の高度成長期には、能褒野工業団地に代表される企業誘致や住宅

団地の造成等によって、産業構造や市民生活に大きな変化が現れ、また昭和46年 の台風23・
29号 や昭和49年 の集中豪雨等の大災害に遭遇 しましたが、これらに対応すべく産業基盤の
整備、上水道の敷設、福祉施設の充実等、産業の近代化と社会福祉の推進を図ってきまし

た。
昭和50年 代に入って、日本経済の発展は鈍化し、高度成長期から低度成長期へ と移行して

いきましたが、このような情勢の中でもスポーツ施設の建設、関西本線の電化推進、街路
の整備、文化施設の建設及び生活環境施設等の整備充実に取 り組み、概ね都市基盤も整え

られました。

現在は、本市の将 来都市像である"豊 か な自然 ・悠久の歴史 光 ときめ く亀山"
を実現するため、市民の皆様一人ひとりのカを結集 していくことで、地域の底力が高まっ
ていく「市民力で地域力を高めるまちづくり」を進めています。

また、新たな国土交通軸(新 名神 ・リ=ア)を 活か した三重の玄関づくりにふさわしい都

市基盤づくりや、総合環境センターを拠点として循環型社会に向けた 「エコシティ亀山」
の実現に取り組んでいます。

更に、保健福祉の多様化する=一 ズにこたえるため、総合保健福祉センターを拠点に生
きがい対策や世代間交流などを推進 しています。
一方、新たな産業振興を図るため企業を誘致 し、次代のリーディング産業として雇用の

創出やさまざまな分野への波及効果が期待されています。
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山 市 消 の あ ゆ み

昭和24年

昭和26年

昭和27年
昭和29年

昭和30年

昭和31年

昭和32年

昭和33年

昭和34年

昭和35年

昭和36年

昭和37年

昭和38年
昭和39年

昭和40年

昭和41年

2月 消防組織法(昭 和23年 法律第226号)に 基づき亀山町消防本部を設置

消防職員4名(役 場兼務職員を含む)、消防ポンプ自動車1台 をもって自治体消防
を発足する

2月 消防本部に水槽付消防ポンプ自動車1台 配置
3月 日本消防協会から表彰旗を授与
3月 消防庁長官から竿頭綬を授与

10月 鈴鹿郡亀山町、川崎村、野登村、井田川村、及び昼生村の5ヶ 町村が合併 して

市制を施行し「亀山市」を発足
市制施行により、亀山町消防本部を亀山市消防本部に名称替えを、また消防団
は5団 制をとる

消防本部1消 防職員3名 水槽付消防ボンプ自動車1台
消防団5消 防団員295名 消防ボンプ自動車3台
手引動力ポンプ11台

2月 鈴鹿祁神辺村布気、太岡寺、山下、木下及び小野の一部並びに白川村白木、小

川の区域 を編入合併、旧神辺村、白川村消防団に加え7団 制、団員366名 とな
る

5月 各地区の1日消防関係条例を廃止 し、亀山市消防に関する条例施行により消防団

を総合再編成する

消防団員366名
(1日亀山町、井田川村)

消防団1団6ヶ 分団
消防団の管轄区域 第1分 団

第2分 団
第3分 団

第4分 団
第5分 団
第6分 団

(1日神辺村)

(1日昼生村)

(1日川崎村)

(1日野登村)

(1日白川村)

6月 消防本部に消防ボンプ自動車1台 配置
6月 第4分 団(太 田)、第5分 団(池 山)、第6分 団(小 川)に 小型動力ポンプ各1台 配置

消防本部に中短波陸上無線電話(基 地局1、移動局2)設 置
5月 職員1名 増員
9月 第2分 団(山 下)、第3分 団(中 庄)に 小型動力ポンプ各1台 配置
8月 職員2名 増員

10月 消防本部に消防ボンプ自動車1台 配置
4月 新消防庁舎を本丸町577に 建設する

昭和34年4月10日 着工 昭和34年6月23日 竣工
木造亜鉛鉄瓦棒葺平屋建 建築面積208.17㎡

8月 職員1名 増員
12月 消防本部に中短波陸上無線電話の移動局(1)を 増設

昭和34年9月 、台風15号(伊 勢湾台風)に よる風水害の災害救助、復1日に尽力
し、消防団が国務大臣(中 部日本災害対策本部長)か ら12月9日 感謝状を授与

11月 第2分 団(小 野)、第5分 団(坂 本)に 小型動力ポンプ各1台 配置
12月 消防本部に中短波陸上無線電話の移動局(1)を 増設

5月 第5分 団(平 尾)に運搬車1台 配置
6月 職員2名 増員
9月 第4分 団(能 褒野)、第6分 団(松 山)に小型動力ポンプ各1台 配置
4月 消防本部に事務連絡用単車1台 配置

5月 第4分 団(南 条)に運搬車1台 配置、職員1名 増員
10月 第3分 団(三 寺)、第6分 団(松 山)に 小型動力ポンプ1台 配置
11月 職員4名 増員
10月 職員1名 増員

1月 消防本部に運搬車1台 配置
3月 消防本部に小型動力ポンプ1台 配置 し運搬車に積載する
7月 職員1名 増員

11月 消防本部に水槽付消防ポンプ自動車1台 配置 し消防ポンプ自動車1台 を第1分 団
へ配置替えする

4月 消防団条例の一部改正によ り消防団員を317名 に削減、職員2名 、女子事務員1

名増員
8月 職員1名 増員

10月 第5分 団(安 楽)に小型動力ボンプ1台 配置
4月 職員8名 増員
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昭和42年

昭和43年

昭和44年

昭和45年

昭和46年

昭和47年

昭和48年

昭和49年

昭和50年

昭和51年

昭和52年

8月 第2分 団(太 岡寺)、第6分 団(白 木)に運搬車各1台 配置、また第4分 団(田 村)に 小
型動カポンプ1台 配置

3月 元消防庁舎跡に鉄筋コンクリー ト造の新庁舎を建設

昭和42年4月1日 漕工 昭和42年10月30日 竣工
4月 消防署を設置、名称を亀山市消防署とし、消防本部 。署職員31名 、水槽付消防

ポンプ自動車2台 、消防ボンプ自動車1台 、職員5名 増員
8月 第3分 団(中庄)に 運搬車1台 配置

10月 亀山ライオンズクラブから気象観測計器(自 記風向、風速計)の 寄贈を受け、ま

た自記雨量計、通風乾湿計等気象観測施設を設置
3月 昭和42年3月6日 に発生 した国道1号 鈴鹿 トンネル内の車両火災に際 し、その消

防活動の功績に対し消防本部、消防団が三重県知事から表彰を受ける
第4分 団(南 条)に小型動カボンプ1台 配置

5月 第5分 団(平尾)の 運搬車更新

9月 消防団条例の一部改正によ り消防団員を280名 に削減

職員1名 退職
4月 日本損害保険協会から 「火災保険号」の寄贈を受け消防署に配置
8月 消防署に救急自動車1台 配置

9月 政令指定により救急業務開始

第2分 団(木 下)、第5分 団(辺 法寺)、第6分 団(白 木)に 小型動カポンプ各1台 配置
10月 中短波陸上無線電話(基 地局1、移動局4)を 超短波無線電話に全て切 り替えると

ともに移動局(2)を 増設する 職員1名 増員
伊藤栄二郎団長死亡退職により一見忠夫氏が団長に就任

4月 職員3名 増員
6月 第4分 団(徳原)に 小型動カボンプ1台 配置
7月 消防署に運搬車1台 配置

3月 宮西昌雄氏から寄付金を受け 「空気呼吸器3基 」 「超短波無線電話1基 」を購入
し消防署に配置

9月 消防署に携帯超短波無線電話1基 配置
12月 第2分 団(中 村)、第5分 団(原 尾)小 型動力ポンプ各1台 配置
2月 職員1名 退職

3月 消防署に消防ポンプ自動車1台 を配置し、消防署の消防ボンプ自動車1台 を第1

分団(本 町)に 配置替
三重県消防大会(3月29日)に おいて三重県知事から優良消防団として竿頭綬を

4月 消防署に携帯用超短波無線電話2基 配置 職員3名 増員

6月 第1分 団(本 町)、第4分 団(南 条)の 運搬車更新
8月 第1分 団(本 町)に小型動力ボンプ1台 配置、運搬車に積戟
2月 消防署にll型 化学消防自動車1台 配置

3月 成田正次、中島 高、両氏から寄付金を受け 「携帯用酸素切断機1台 」、「背負

式消火水のう8基 」を購入し消防署に配置
4月 職員1名 欠員補充
6月 消防署に広報車(1600cc)1台 配置

9月 第3分 団(三 寺)、第6分 団(松 山)に 小型動力ボンプ各1台 配置
3月 第1分 団(川 合)、第6分 団(小 川)分 団車庫新築
4月 職員2名 欠員補充
7月 第4分 団(太 田)分 団車庫新築

消防本部組繊 を一部改正し、新 しく危険物係を設置
8月 第4分 団(太 田)、第5分 団(池 山)の 小型動力ボンプ更新

11月 三重県知事から7月 未明の集中豪雨の功労に対 し表彰状を授与
4月 職員4名 欠員補充

5月 石井彦一郎氏から、単車(125cc)の 寄贈を受け消防署に配置
10月 三重県共済農業組合連合会から救急車(2B型)の 寄贈を受け消防署に配置

第2分 団(山 下)、第3分 団(中 庄)の 小型動力ポンプ更新
2月 第3分 団(下庄)、第4分 団(田 村)分 団車庫新築

3月 第5分 団(平尾)分 団車庫新築、移転

職員1名 退職
4月 職員4名 欠員補充

10月 第2分 団(小 野)、第6分 団(小 川)の 小型動カポンプ更新

1月 第5分 団(辺 法寺)分 団車庫新築
4月 職員4名 欠員補充

職員1名 退職
8月 第4分 団(能 褒野)、第5分 団(坂 本)の小型動カボンプ更新
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昭和53年

昭和54年

昭和55年

昭和56年

昭和57年

昭和58年

昭和59年

昭和60年

9月 消防署に車載用超短波無線機2台 配置
10月 第6分 団(上 白木)分 団車庫新築
12月 第5分 団(原尾)分 団車庫増築
4月 職員4名 欠員補充
7月 消防本部及び消防署の機構改革を図る 本部に庶務係、予防係、危険物係、防

災係、企画係の5係 を、消防署に消防第一 ・第二係、救急通信第一 ・第二係の4

係 を設置
9月 閲町と亀山市との問における消防事務の事務委託に闘する規約を議決

小型動カボンプ付積載車を消防団本部(本 町)、第1分 団(井 田川)、第5分 団(平
尾)に 配置

小型動カボンプ台車付1台 を第3分 団(下 庄)に 配置(更 新)
10月 自動還隔サイレン吹鳴装置、基地局1基 、子局3基(太 岡寺町、白木町、川崎町)設
11月 日本損害保険協会から 「火災保険号」の寄贈を受け消防署に配置

2月 事務委託に関する規約に基づき、協定書及び覚書の調印を行った

消防署に トヨタ2B型 救急車配置及び移動用10W無 線機を積載
3月 関町と亀山市との広域消防施行式を商工会館にて挙行

第4分 団(南 条)に分団車庫新築
4月 関町と亀山市との間における消防事務の事務委託業務を開始

広域消防整備計画に基づき消防職員11名 を増員
9月 自動還隔サイレン吹鳴装置、子局4基(井 田川、昼生、平尾、池山)設 置

関分署庁舎竣工式
10月 亀山市消防署関分署開署式挙行、分署長以下15名 職員を配置 し、分署業務を開

始する
消防事務委託に関する規約及び協定書に基づき、分署の施設 ・備品の整備につ
いて覚書を交換し、その体制を整える

小型動力ボンプ付積載車1台 を第6分 団(白 木)に 配置、小型動力ボンプ付積載車
1台 を第3分 団(中庄)に 配置(更新)

4月 職員1名 退職

5月 消防本部に広報車(1400cc)1台 配置
7月 消防署に携帯用超短波無線電話5W4基 配置
8月 災害情報等自動案内装置(機 種ゼネラル)1台 消防署に配置

10月 山林火災用軽四輪積載車(550cc)1台 消防署に配置

小型動力ボンプ付積載車(B3級)2台 、第2分 団(太 岡寺)、第4分 団(南 条)に 配置

便 新)
職員1名 欠員補充

3月 第2分 団(神 辺)分 団車庫新築
4月 一見忠夫氏団長退団のため、村山 守氏が団長に就任

亀山 ・関地域ガス安全対策連絡協議会発足
5月 消防本部及び消防署の機構改革を図る 本部に庶務係、警防係、予防係、危険

物係4係 を、消防署に新たに装備係を設置
1月 亀山市消防の歌制定

8月 団本部に小型動力ポンプ付積載車(B3級)1台 配置

第5分 団(安 楽)に小型動力ポンプ(B3級)1台 配置
11月 関分署に水槽付消防ポンプ車(1-B型A2級)1台 配置
1月 消防本部及び消防署の機構改革を図る 本部に総務係、予防係、消防署に警防

係、査察係、割ll練指導係、装備係、関分署に警防係を設置

職員1名 退職
3月 第6分 団(白 川、松山)分 団車庫新築

11月 消防署に水槽付消防ポンプ自動車(1-B型A2級)1台 配置

12月 消防署に救急医療情報システム設置
2月 職員1名 退職
3月 初代専任消防長 三宅長治氏退職

消防署に通信指令係を設置
4月 第5分 団(池 山)分 団車庫新築

12月 幼年消防クラブ(4ク ラブ)設立
2月 第1分 団(本 町)分 団詰所改築工事
3月 第36回 三重県消防大会 亀山市文化会館にて開催

職員2名 退職

移動用無線機5W2基 購入
4月 職員2名 欠員補充

消防本部組織の一部改正により、消防署に整備指導係を設置
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昭和61年

昭和62年

昭和63年

平成元年

平成2年

平成3年

平成4年

消防団再編成計画により、消防団員定員280名 を262名 に再編成
8月 亀山闘幼年婦人防火委員会設立
9月 第4分 団(田 村)の小型動力ボンプ(B3級)更 新

10月 亀山ライオンズクラブから救急車(2B型)の 寄贈を受け消防署に設置
12月 平尾婦人防火クラブ(1ク ラブ)設立

4月 消防団再編成計画により、消防団員定員262名 を251名 に再編成
5月 消防本部の広報車(1600cc)更 新
6月 職員1名 退職

10月 第1分 団(羽 若)分 団車庫新築(増)

第1分 団(羽 若)に小型動カボンプ付積蔵車(B3級)1台 配置
11月 昼生地区コミュ=テ ィ消防センター新築

消防署に消防専用超短波無線機固定用10W1台 配置
2月 第3分 団(中 庄)、第5分 団(平 尾)、第6分 団(白 木)に 林野火災用軽可搬式ボンプ

(D1級)各1台 配置
3月 自治省消防庁から消防庁長官表彰旗を授与

カメヤマローソク(株)か ら消防資金として100万 円寄贈(空 気呼吸器資金)
4月 職員1名 欠員補充

消防団再編成計画により、消防団員定員251名 を243名 に再編成
7月 消防署関分署に広報車(1600cc)1台 配置

11月 第2分 団(木 下)に小型動カボンプ(B3級)1台 配置
12月 空気呼吸器150kgf/cm210基 購入

3月 本町地区防災センター新築

第1分 団(天 神)分 団車庫新築(積載車1台 配置)
4月 消防団再編成計画により、消防団員定員243名 を240名 に再編成(再編成計画終決)
7月 三重県消防団長会議 亀山市文化会館にて開催

野登地区(辺 法寺、原尾、安楽、池山、坂本)婦 人防火クラブ(5ク ラブ)設立
10月 山林火災用軽四輪積載車(550cc)1台 消防署に配置(更 新)

第5分 団(辺 法寺)の 小型動力ボンプ(B3級)更 新
11月 第2分 団(布 気)分 団車庫新築(増)

12月 第2分 団(布 気)に小型動力ボンプ付積載車(B3級)1台 配置

携帯用無線機(5W)5基 購入
5月 閲地区(市瀬)婦 人防火クラブ(1ク ラブ)設立
8月(財)日 本消防協会から、平尾婦人防火クラブに軽可搬(D1級)1台 寄贈

10月(財)日 本消防協会から、亀山市消防本部に防災用資器材(携 帯用無線機10基 、

携帯拡声器2台)寄 贈
11月 第6分 団(上 白木)の 小型動カポンプ(B3級)更 新

防災行政用無線機 を消防団積載車搭載10基
12月 消防署の消防ポンプ自動車(CD-1型 、A2級)更 新

亀山3号 を第1分 団本町車庫に配置替え
2月(財)日 本消防協会から、亀山市消防団に竿頭綬を授与
3月 第2分 団(山 下、木下)分 団車庫新築移転

7月 職員1名 退職
8月(財)日 本消防協会から救急 自動車(2B型)寄 贈

団本部に小型動カポンプ付積載車(B3級)更 新
9月 第4分 団(徳原)、第5分 団(原 尾)の 小型動カポンプ(B3級)更 新

10月 第6分 団(松 山)に 山林火災用軽四輪積蔵車1台 配置(増)

12月 消防署関分署の救急車(2B型)更 新
1月 第3分 団(三 寺)分 団車庫新築移転
2月 消防署の化学消防ポンプ自動車(ll型 ・A2級)里 新

空気呼吸器300kgf/cm25基 購入
3月=代 消防長 下條 繁氏退職
4月 村山 守氏団長退団のため鈴木吉男氏が団長就任

職員2名 欠員補充
5月 消防本部の指令広報車(1800cc)更 新
9月 第1分 団(井 田川)の 小型動力ボンプ付積載車(B3級)更 新

10月 第6分 団(松 山)の小型動力ポンプ(B3級)更 新

消防署の軽可搬小型動力ボンプ(C1級)更 新
11月 第5分 団(池 山)に 山林火災用軽四輪積載車(660cc)1台 配置(増)
1月(社)日 本自動車工業会から救急自動車(2B型)寄 贈
2月 消防署の救急自動車(2B型)更 新

第5分 団(坂 本)分 団車庫新築移転
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平成5年

平成6年

平成7年

平成8年

平成9年

4月 職員1名 欠員補充
7月 消防本部の指揮車(2000cc)更 新
8月 第1分 団(天 神)、第5分 団(平 尾)の 小型動カポンプ付積載車(B3級)更 新

10月 第3分 団(下庄)の 山林火災用軽四輪積載車(660cc)1台 配置(増)

第3分 団(三 寺)の小型動力ボンプ(B3級)更 新
12月 消防署の消防ポンプ自動車(CD-1型 、A2級)更 新
1月 第2分 団(小 野)分 団車庫新築移転

閲分署管内119番 の本署統合、通信の一元化
3月 亀山6号 を第1分 団本町車庫配置替え(更新)

9月 第3分 団(中 庄)、第6分 団(白 木)の 小型動カポンプ付積載車(B3級)更 新
1月 第5分 団(池 山)の小型動カボンプ(B3級)更 新
3月 防災ヘリ用消防無線機(基 地局 ・固定局)1基 増設

消防無線設備周波数変更(153.55MHzを151.31MHz)
消防署救急自動車(2B型)を 高規格救急車に更新

救急用資器材(EOG滅 薗器、気管挿入モデル、SpO2測定器等10点)配 備
第4分 団(徳原)、第5分 団(安 楽)分 団車庫新築移転
第4分 団(田 村)に 山林火災用軽四輪積載車(660cc)1台 配置(増)
第5分 団(池 山)の小型動力ポンプ(B3級)更 新

4月 職員2名 増員
6月 高規格救急車 車両臓装(自 動車FAX、 バックアイカメラ ・モ=タ ー外5点)

白川地区(小 川町)小川婦人防火クラブ(1ク ラブ)設 立
7月 消防本部、消防署機構改革 本部の消防課に企画整備係 と危険物係 を、消防署

に救急通信担当司令、警防担当司令と救急係を新設

救急用資器材配備(自 動式人工呼吸器、自動心肺蘇生装置、在宅医療処置用セッ
ト外5点)
職員1名 退職

10月 消防庁舎移転用地無線伝播調査
11月 救急救命士資格取得1名

消防庁舎移転用地買収(野 村四丁目1279-2)
12月 第2分 団(布 気)消 防詰所増築
1月 阪神、淡路大震災に伴う出動(消 火隊)
3月 三代消防長田名瀬治好氏退職

消防庁舎移転用地地質調査
亀山市消防庁舎設計監理委託(梓 設計)

第2分 団(太 岡寺)、第4分 団(南 条)の小型動カボンプ付積載車(B3級)更 新
4月 消防本部の機構改革 予防課を新設

職員2名 噌員
6月 消防本部の防火広報車(亀 山4)更 新
9月 宮西祥雄氏から耐ガス密封防謹服2着 、複合ガス検知器1基 、防毒衣3着 の寄贈を

受け消防署に配備
12月 消防庁舎新築移転工事漕工

1月 第4分 団(太 田)の小型動力ボンプ(B3級)更 新
2月 第3分 団(三 寺)に 山林火災用軽四輪積載車(660cc)1台 配備(増)
3月 第6分 団(小 川)分 団車庫改築
4月 職員2名 増員

亀山地区 楠平尾婦人防火クラブ(1ク ラブ)設立
5月 救急救命士資格取得1名
8月 関地区 「関町スポーツ少年団」少年消防クラブ(1ク ラブ)設立

12月 関分署の消防ポンプ自動車(CD-1)関1更 新
2月 第2分 団(山 下)の小型動カボンプ(B3級)更 新

第6分 団(小 川)に 山林火災用軽四輪積蔵車(660cc)1台 配備(増)及 び小型動カポ
ンプ(B3級)更 新

高度救急処置シュミレーター(救急処置用人形一式、心肺蘇生用訓練人形一式)
亀山市野村四丁目1番23号 に新消防庁舎建築工事完了
庁舎棟

鉄筋 コンクリー ト造3階 建
建築面積
延べ面積

訓練塔(主 塔)

1,536.16h㎡

2,479.71h㎡

鉄筋 コン クリー ト造一部鉄骨造3階 建
30.251㎡建築面積
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平成10年

平成11年

平成12年

平成13年

延べ面積
副ll練塔(副 塔)

鉄骨造3階 建
建築面積
延べ面積

90.75㎡

29.03㎡

49.52㎡

3月 消防緊急通信指令施設(1型)設 置工事完了

防災展示 コーナー(消 防プラザ)設 置工事完了
第4分 団(能 褒野)分 団車庫改築
第5分 団(池 山)に ホース干 し鉄塔建設
職員3名 退職

4月 亀山市消防本部、亀山消防署、新庁舎竣工運用開始

亀山市消防本部、亀山消防署機構改革に伴い消防本部に通信指令室を新設
関分署を関消防署に昇格、1本 部2署 体制とする
職員3名 欠員補充

5月 救急救命士資格取得1名
6月 消防本部に事務連絡用軽四輪車1台 配備(増)
8月 消防無線機(移 動局10W2台 、携帯局5W8台)更 新

11月 鈴木吉男氏団長退団のため葛西行弘氏が団長に就任

消防緊急通信指令施設指令伝送出力装置設置工事完了(市役所内2箇 所に設置)
12月 第5分 団(辺 法寺)に 山林火災用軽四輪積載車(660cc)1台 配置(増)

第2分 団(小野)、第4分 団(能褒野)、第5分 団(坂本)の小型動カポンプ(B3級)更 新
3月 亀山消防署に救助工作車ll型1台 配置(増)

第49回 三重県消防大会 亀山市文化会館にて開催
職員1名 退職

4月 職員1名 欠員補充1名 増員

三重県防災航空隊派遣1名
5月 第49回 全国消防長会救急委員会 亀山市消防庁舎、亀山市文化会館にて開催

10月 移動体電話119番 通報運用開始
12月 第2分 団(木 下)に 山林火災用軽四輪積載車(660cc)1台 配置(増)

第3分 団(下 庄)の小型動力ボンプ(B3級)更 新
3月 四代消防長羽多野勇喜男氏退職

職員1名 退職
第5分 団(辺 法寺)ホ ース干 し鉄塔建設

4月 亀山市消防団規則の一部改正に伴い6分 団制から7分 団制に組織改革

第1分 団(亀 山)

第2分 団(神 辺)
第3分 団(昼 生)
第4分 団(川 崎)
第5分 団(野 登)

第6分 団(白 川)
第7分 団(井 田川)

組繕改革に伴い第1分 団(井 田川消防車庫)を 第7分 団(川 合消防車庫)に 変更

職員1名 欠員補充
5月 救急救命士資格取得1名
9月 第7分 団(み どり町)分 団車庫及びホース干 し鉄塔新築

12月 消防団本部の小型動力ポンプ付積載車(亀 山1)更 新

第7分 団(み どり町)に 小型動力ポンプ付積載車1台 配置(増)
第5分 団(安 楽)の小型動力ポンプ(B3級)更 新

2月 亀山消防署の山林火災用軽四輪積載車(亀 山5)更 新

3月 職員1名 退職
4月 職員1名 欠員補充
5月 救急救命士資格取得1名

11月 職員1名 退職

1月 第1分 団(本 町)の小型動力ボンプ付積載車1台 更新
2月 亀山消防署の水槽付消防ポンプ自動車ll型(亀 山7)1台 更新
3月 職員1名 退職
4月 職員2名 欠員補充

5月 救急救命士資格取得1名

消防本部の指令広報車(亀 山52)更 新
11月 閲消防署 救急自動車(2B型)を 高規格救急車に更新
12月 職員1名 退職
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平成14年

平成15年

平成16年

平成17年

平成18年

平成19年

第1分 団(羽 若)の小型動力ボンプ付積載車1台 更新
3月 五代消防長三宅昭之氏退職

職員1名 退職
4月 職員2名 欠員補充

平成14年 度全国消防長会東海支部総会 亀山市文化会館にて開催
5月 救急救命士資格取得1名

12月 亀山消防署 救急自動車(2B型)を 高規格救急車に更新
3月 閲消防署新庁舎竣工運用開始

構 造
敷地面積

建築面積
延べ面積

職員1名 退職

木 造2階 建 一 部 鉄 筋 コ ン ク リー ト造

2256.00㎡

685.43㎡

781.03㎡

4月 消防職員の条例定員67名 を71名 に改正

職員3名 増員1名 欠員補充
消防団員再編成計画により、消防団員定員240名 を270名 に再編成

5月 救急救命士資格取得1名

緊急援助隊登録(消 火隊)
8月 桑名郡多度町三重ごみ固形燃料(RDF)発 電所火災に県内緊急援助隊として出動

11月 自治体消防55周 年記念式典参加(東 京都)
1月 消防本部の消防長車(亀 山51)更 新

2月 関消防署の水槽付消防ボンプ自動車(A-2)里 新
3月 亀山消防署に30m級 はしご付消防ポンプ自動車配置

lSO14001認 証取得
4月 亀山消防署の救助工作車を関消防署へ配置替え

職員1名 欠員補充
亀山市消防団規則の一部改正に伴い7分 団制から8分 団制に組織改革、並びに

女性消防団発足
第1分 団(亀 山地区北部)
第2分 団(神 辺 地 区)
第3分 団(昼 生 地 区)

第4分 団(川 崎 地 区)
第5分 団(野 登 地 区)
第6分 団(白 川 地 区)
第7分 団(井 田川 地 区)

第8分 団(亀 山地区南部)
7月 福井県福井市内において水害事故発生に伴い、三重県緊急消防援助隊として出

12月 消防防災備蓄倉庫竣工

構 造 鉄骨造2階 建

延べ面積163.9㎡
1月11日 、亀山市と関町(1市1町)に よる市町村合併により新市誕生

合併に伴い、消防団組織の見直 しを行い、一団制、12分 団及び女性分団が発
足し、定員415名 となる。

4月 職員2名 増員
三重県消防学校教官派遣1名

5月 救急救命士資格取得1名
7月 消防本部広報車(亀 山61更 新)

10月 移動体電話119番 直接受信運用開始
2月 第8分 団(阿 野田)分 団車庫及びホース干 し鉄塔新築、小型動力ボンプ付き積

載車1台 配置(増)
3月 六代消防長 米田 功氏退職

職員3名 退職
4月 職員5名 採用

三重県消防学校教官派遣1名
5月 救急救命士資格取得1名
3月 第9分 団(閲 地区消防団詰所)積 載車更新

亀山消防署 高規格救急車(救 急亀山2)を 更新
職員3名 退職

4月 職員5名 採用
5月 救急救命士資格取得1名

操法用小型動カボンプ購入
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平成20年

平成21年

平成22年

平成23年

平成24年

第4分 団(田 村車庫)小 型動カポンプ更新
8月 第9分 団(新 所車庫)小 型動カポンプ付積載車購入

12月 亀山消防署 消防ポンプ自動車CD-1を 更新
2月 新名神高速道路供用開始
3月 第4分 団田村車庫改築及びホース干 しボール設置

職員5名 退職
4月 職員2名 採用

三重県と人事交流 防災危機管理部 消防 ・保安室 派遣1名
三重県消防学校教官派遣1名

5月 救急救命士資格取得1名
6月 第12分 団(加 太地区消防団詰所)積 載車更新

12月 第2分 団(布 気車庫)小 型動カボンプ付積蔵車更新
2月 第3分 団(下 庄)分 団車庫改築

3月 化学消防ポンプ自動車(ll型)を 災害対応特殊化学消防ポンプ自動車(lll型)に 更新
5月 救急救命士資格取得1名

12月 第11分 団(沓 掛車庫)小 型動カポンプ付積載車更新

第4分 団(太 田)分 団車庫改築
3月 消防緊急通信指令設備一部改修

第4分 団(能 褒野車庫)小 型動カポンプ付軽四輪積載車1台 配置(増)
七代消防長竹内 清氏退職

4月 職員1名 採用

三重県防災航空隊派遣1名
5月 救急救命士資格取得1名

11月 はしご付消防ポンプ自動車オーバーホール修繕

第5分 団(池 山車庫)小 型動カボンプ付軽四輪積蔵車更新
12月 関消防署指令広報車更新
3月 東 日本大震災に伴い、緊急消防援助隊(三 重県隊)と して出動

職員2名 退職
4月 職員2名 採用

5月 救急救命士資格取得1名
10月 第3分 団(中 庄車庫)小 型動力ポンプ付積載車更新
12月 高規格救急車(救 急関1)更 新
2月 第11分 団(坂 下)車 庫改築

3月 第6分 団(松 山車庫)小 型動力ボンプ付軽四輪積載車更新
4月 消防職員の条例定員73名 を83名 に改正

職員3名 増員
亀山市消防本部組織規則を改正 し、北東分署建設準備室、指揮支援隊を設置
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山 市

積

ロ

数帯

面

人

世

190.91kr㎡

50,001人

20294世 帯

(行 政 人 ロ 平成24年4月1日 現在)

消 防 本 部 設 置 年 月 日

亀 山 市 消 防 署 設 置 年 月 日

亀 山市消防署関分署設置年 月 日

亀 山 消 防 署 設 置 年 月 日

関 消 防 署 設 置 年 月 日

消 防 本部 、 亀 山 消 防 署 所 在 地

関 消 防 署 所 在 地

昭和24年2月11日

昭和42年2月1日

昭和54年10月1日

平成9年4月1日

平成9年4月1日

三重 県亀山市野村四丁 目1番23号

三重 県亀山市関町木崎37番 地1

人 ロ 等 に 対 す る 消 防 力 の 比 較 表

(H24.4.1現 在)

消
防
本
部

・

消
防
署

消防吏員77名 吏員1名 に対する

面 積 2.48k㎡

人 ロ 649.36人

世帯数 263.56世 帯

1

消防ポンプ7台 ボンブ1台 に対する

面 積 27.27k㎡

人 ロ 7,143人

世帯数 2,899.14世 帯
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市 予 算 と 消 防 予 算 の 比 較 表

(単位 千円)

訳 市予算額 消防予算額 比率(%) 備 考

平成18年 度 18,429,700 801,685 4.3 当初予算

平成19年 度 20,570,100 868β04 4.2 〃

平成20年 度 23,120,600 806,476 3.5 〃

平成21年 度 19,445,800 7121118 3.7 〃

平成22年 度 20,895,000 813β92 3.9 〃

平成23年 度 19,885,000 785,404 3.9 〃

平成24年 度 21,178,800 824,322 3.9 〃

消 防 予 表

(単位 千円)

訳 合 計 常備消防費 非常備消防費 消防施設費

平成18年 度 801,685 653,256 61,009 87,420

平成19年 度 868,604 716ρ50 581342 941212

平成20年 度 8061476 599,991 63,049 143,436

平成21年 度 712,118 586,767 58,931 66,420

平成22年 度 813,392 674,783 601684 771925

平成23年 度 785,404 604,719 57,945 122,740

平成24年 度 824,322 635,322 58,514 130,486
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消 防 庁 舎 の 概 要 、 消 防 車 両 等 配 置 状 況

亀山市消防本部・亀山消防署

庁
舎
の
概
要

所 在 地 〒519-0165三 ■県亀 山市 野村 四丁 目1番23号

■ 話 0595-82-0244(代 衰)

構 遭 鉄筋コンクリー ト遭3階 建

敷 地 面 積 6,121.26㎡

建 築 面 積 1,711.08㎡

麺 べ 面 積 2,635.89r㎡

蟻 工 平成9年4月1日

配
置
車
両

化学消 防ボ ンブ 自動車 1台

水槽付消防ポンプ自動車 1台

消 防 ポ ン プ 自 動 軍 2台

はしご付消防ボンブ自動竃 1台

広 轍 車 2台

山林火 災用輕 四積 腿軍 1台

高 親 格 救 急 自 動 車 3台

事 覇 連 絡 車 等 2台

小 盈 動 カ ボ ン ブ 1台
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関消防署

庁
舎
の
概
要

所 在 地 〒519-1107三 重 県亀山市,町 木崎37番 地1

電 話 0595-96-1780

構 遭 木遭2● 建一部鉄筋コンクリー ト遣

敷 地 面 積 2,256.00r㎡

魑 築 面 積 685.43㎡

延 べ 面 積 781.03㎡

餓 工 平成15年3月20日

配

畢
両

水槽付消防ボンプ自動軍 1台

消 防 ポ ン プ 自 動 車 1台

救 助 工 作 車 1台

広 報 車 1台

高 親 格 救 急 自 動 軍 1台
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消 防 本 部(署 )車 両 一 覧 表

はしご付消防ボンプ自動車

年式 平成16年

油圧駆動式のはしごを最大30mま で伸ばすこと
が可能で、はしご先端から放水活動や高層建物
での人命救助活動などを行います。

化学消防ボンプ自動車

年式 平成21年

消火用の水に、圧縮空気と消火原液を混ぜて、
発泡させる装置があり、泡を作りだし、空気を遮断
し消火します。高速道路等の水利確保が困難な
所でも少ない水量で消火できます。

、 皇

●

」甲

水栢{・消防ボン 自動車

年式 平成13年
2000㍑ の水を積載し、水利の確保が困難な場

所や、冨速道路等などの場合でも消火活動を行う
ことができます。

消防ボン 自動車

年式 平成19年

水槽付消防ポンプ自動車が進入困難な道路狭
硲地域に容易に進入することが可能で、早期に
火災現場直近の水利を確保し、放水体制を整え
ることが可能です。

1

7
●

膨 .押

ガ`Z

救助工作車

年式 平成10年
あらゆる災害において人命救助活動に対応可

能な車両で、竜動ウィンチ、照明、クレーンなどを
装備しています。また、各種救助用資器材を積載
しています。

高規格救 車

年式 平成19年

従来の救急車の装備に加え、冨度救急資器材
を積蔵し、救命処置が行えるようになっています。

また、防振ベッドを搭載し、悪路でも振動を軽減し
ます。

ず盲
9.

N

畷

●

■6イ

'孟 卜
b

碕
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消 防 本 部 (署 ) 車 両 一 覧 表

山林火災用軽四輪自動車

年式 平成12年

水槽付消防ボンプ自動車や、消防ボンプ自
動車が進入困難な山道、林道に容易に進入す
ることが可能で、山間部の多い亀山市では活
躍 しています。

●

》

指羽広報車

年式 平成13年
火災時に火災調査に出動 します。災害出場

以外では、立入検査、火災予防の広報などに

使用 します。

防災広報自動車

年式 平成17年

災害時に出動 し、地域住民の人たちに必蔓
な情報などを知らせるための自動車です。

災害出動時以外は、火災予防の広報などに
使用します。

指¶広報車

年式 平成22年
災害時に各種機関との連携や調整を行い指

令を出すための自動車です。

災害出場以外では、立入検査、火災予防の
広報などに使用 します。

●

・,

&1
、

～i

`

=♂ 一 一一 一『一

/・

消防長車

年式 平成16年

県内の各種会議の出向時に使用 します。
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地 区 明易 各 出 件

地区別

種別

合計 亀山 井 田」1神辺 昼生 川崎 野登 白川 関 坂下 加太
そ の 他

(※1)

火
災

合計 35 10 2 1 1 4 5 2 1 3 1 5

建物 5 2 1 1 1

林野 2 1 1

車両 9 2 1 2 4

そ の他
(※2)

19 6 1 1 1 3 2 2 1 2

救
急

合計 1,937 776 318 116 53 182 75 49 249 40 53 26

火災 1 1
1

自然災害 0
1

水難 0
1

交通 275 83 46 26 4 24 16 7 27 1 17 24
1

労働災害 26 8 6 1 4 2 3 1 1
1

運動競技 12 3 3 1 5
1

一般負傷 312 124 49 21 10 25 14 14 46 3 5 1
1

加害 10 5 1 1 1 2
1

自損行為 18 7 4 3 1 1 1 1
1

急病 1,155 434 202 68 39 121 43 23 161 35 29
1

その他
(※3)

128 112 7 5 4

救
助

■

合計 36 14 2 4 1 1 3 1 3 2 3 2
1

交通 27 10 2 3 1 2 1 2 1 3 2
1

建物 2 1 1
1

そ の他
(※4)

7 3 1 1 1 1

合計 126 21 12 9 1 14 14 3 23 3 13 13

警戒 15 3 1 1 3 1 1 1 1 3

誤報 22 4 4 1 5 2 5 1

水防 1 1

その他
(※5)

88 13 7 8 6 11 2 17 2 10 12

(※1)

(※2)

(※3)

(※4)

(※5)

高速道路などの市外、県外の管轄区域

枯草火災など

転院搬送など

機械による事故など

救急隊の活動支援など
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平 成23年 度 中 に お け る 主 な 行 事 等

年 月 日 内 容

平成23年

4

8 三重県消防長会議及び意見発表会(伊 賀市)

15 全国消防長会東海支部総会(尾 鷲市)

21 防火協会理事会

5

11 三重県危険物安全協会理事会 ・総会(津 市)

13 危険物取扱者試験予備講習会

17 亀山市防火協会総会

19 県内高速道路連絡協議会全員会議(鈴 鹿市)

22 三重県四川連合水防演習(鈴 鹿市)

27 亀山市幼年 ・女性防火委員会総会

6

4 鈴亀地区消防連絡協議会定例会(亀 山市消防本部)

5～11 危険物安全週間

9 三重県危険物安全講習会(菰 野町)

7

10 第7回 亀山市消防操法大会(神 辺小学校)

26・27 第1回 警防技術発表会

28・29 甲種防火管理者資格取得講習会

8 28 亀山消防署見学会

9 6 救急医療週間記念行事(亀 山市)

10

2
亀山市防災訓練(川 崎小学校)

県青年 ・女性消防団員研修会(津 市)

6 県消防長会警防技術交換会

8・9 消防団幹部視察研修(大 阪 ・和歌山)

14 危険物取扱者試験予備講習会

21 三重県消防殉職者慰霊祭(三 重県消防学校)

11

9～15 秋季火災予防運動

13 防火フェア(亀 山市文化会館)

28.29 第2回 警防技術発表会

12 5 防火協会視察研修(名 古屋市)

平成24年

1

8 亀山市消防出初式(亀 山市立西小学校)

21 文化財防火デーに伴う消防訓練(西 町 加藤家)

29 鈴亀地区消防協議会研修(鈴 鹿市)

31 亀山消防職場内研修(防 災センター)

2 15 ドクターヘ リ合同訓練(関 消防署南グラン ド)

3

1～7 春季火災予防運動

3 火災予防広報(エ コー)

7 新名神高速道路消防訓練

8 三重県危険物安全協会総会及び理事会(津 市)

17 多数傷病者発生事故に係る救急救護訓練(関 消防署南グラン ド)
一17一
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消 防 本 部 ・ 消 防 署 組 織 、 事 務 分 掌

消
防

長

消防総務室

予防室

情報指令室

指揮支援隊

北東分署

建設準備室

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

組綾、消防行政の企画及び総合調整

消防施設等の整備、計画

消防行事の企画

予算編成、経理

消防職員及び消防団員の研修、被服の貸与.福 利厚生

消防団員の身分及び諸給与に関すること

(1)火 災予防

(2)建 築確認等の同意に関すること

(3)消 防用設備等の指導

(4)防 火管理者の講習、指導育成

(5)火 災原因及び損害の調査

(6)危 険物製造所等の許可、認可及び検査

(7)危 険物取扱者、危険物保安監督者等に関すること

(8)少 量危険物及び指定可燃物の届出の処理

(9)高 圧ガス、火薬等の保安に関すること

(10)防 火協力団体、少年消防クラブに関すること

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

亀山・関

消防署

(1)

(2)

(3)

(4)

災害情報の収集

出動指令

防災関係機関等との連絡調整

気象情報に関すること

通信機器の維持管理

災害現場の安全管理及び現場指揮

災害現場における情報収集

災害現場での広報、支援

災害出動後の活動の検証

(1)北 東分署の整備計画、建設の準備

(2)消 防救急無線デジタル化整備事業

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

火災、救急、救助に関する活動

消防職員及び消防団の訓練

自治会、自主防災組織などの訓練指導

消防水利の点検、調査

車両、資器材の点検、整備

防火診断、枯草などの火災予防に関する調査、指導

救急講習の実施

一18一



代 消

氏 名 生年月日

就任年月日

在購年数

退任年月日

三 宅 長 治 大正12年1月22日

昭和53年4月2日

6年

昭和59年3月31日

下 條 繁 昭和3年4月1日

昭和59年4月3日

7年

平成3年3月31日

田 名 瀬 治 好 昭和8年1月10日

平成3年4月3日

4年

平成7年3月31日

波 多 野 勇 喜 男 昭和10年5月9日

平成7年4月3日

4年

平成11年3月31日

三 宅 昭 之 昭和15年3月27日

平成11年4月5日

3年

平成14年3月31日

米 田 功 昭和18年12月22日

平成14年4月4日

4年

平成18年3月31日

竹 内 清 昭和22年1月2日

平成18年4月2日

4年

平成22年3月31日

渥 美 正 行 昭和26年2月2日

平成22年4月2日
一

現在に至る

※昭和52年 度以前は市長兼務

一19一



表
(H24.4.1現 在)

階級別

所属別

合

計

消 防 更 員

消

防

監

消

防

司

令

長

消

防

司

令

消

防

司

令

補

消

防

士

長

消

防

副

士

長

消

防

士

職 員 数 77 1 10 10 28 14 0 14

消

防

本

部

消 防 長 1 1

消 防 次 長 1 1

消

防

総

務

室

室 長 1 1

室 員 5 1 2 2

消防総務室付
三重県消防学校初任科派 3 3

消防総務室付
危 機 管 理 局 出 向

1 1

消防総務室付
三重県防災航空隊派遣

1 1

予
防
室

室 長 1 1

副室長 1 1

室 員 3 1 1 1

情
報
指
令
室

室 長 1 1

副室長 1 1

室 員 6 5 1

類

姦
隊

隊 長 1 1

隊 員 1 1

ll
室 長 1 1

副室長 1 1

消

防

署

亀
山
消
防
署

署長 1 1

特殊災害 ・高度救急
対策監

1 1

副署長 4 4

署 員 22 10 6 6

関

消
防
署

署 長 1 1

副署長 2 2

署 員 16 8 4 4

一20一



条 定 移 表

年

年

年

24

20

18

成

成

成

平

平

平

年

年

年

聯

隙

欄

年6成平

年

年

年

54

53

45

和

和

和

昭

昭

昭

年40和昭

年

年

年

39

38

37

和

和

和

昭

昭

昭

年

年

年

36

35

33

和

和

和

昭

昭

昭

年29和昭

________■83人
-

_______■73人
-

_______■76 人

一

一 一 一 一 一 一 一71人
一

一 一 一 一 一 一 一 6 7人
■定数

一

(人)

______■65ノ ㌧
一

______■64人
一

______■62人
一

_____51人
一

一 一 一 ■35ノ㌧

一

__■22人
層

_■1. 7人

層

_■15爪
層

_112人
一

一 9人

一

一7人
一

■5人
一

■3人

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90
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消 防 職 員 数 の 累 年 比 較 表
(H24.4.1現 在)

階級別

年別

合

計

消 防 更 員

事

務

吏

員

消

防

正

監

消

防

監

消

防

司

令

長

消

防

司

令

消

防

司

令

補

消

防

士

長

消

防

副

士

長

消

防

士

平成4年 62 1 2 3 12 18 19 6 1

平成5年 62 1 3 7 12 25 8 5 1

平成6年 64 1 3 7 12 25 8 7 1

平成7年 65 1 5 9 12 23 7 7 1

平成8年 67 1 5 9 12 23 7 9 1

平成9年 67 1 5 8 12 26 2 12 1

平成10年 68 1 5 8 12 27 1 13 1

平成11年 68 1 1 4 8 12 28 1 12 1

平成12年 68 1 1 4 8 12 28 13 1

平成13年 67 1 1 4 8 12 29 12

平成14年 68 1 1 4 8 19 23 11 1

平成15年 70 1 1 4 8 21 22 13

平成16年 71 1 1 7 8 21 22 11

平成17年 73 1 1 7 9 25 18 12

平成18年 74 1 2 6 7 25 18 15

平成19年 76 1 1 6 8 24 17 19

平成20年 73 1 1 6 7 23 16 19

平成21年 73 1 1 6 10 20 17 18

平成22年 74 1 8 11 22 15 17

平成23年 74 1 8 9 26 16 14

平成24年 77 1 10 10 28 14 14
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消 防 年 令 表
(H24.4.1現 在)

階級別

年令別

合

計

消

防

監

消

防

司

令

長

消

防

司

令

消

防

司

令

補

消

防

士

長

消

防

副

士

長

消

防

士

合 計 77 1 10 10 28 14 0 14

平 均 41.0 61.0 55.1 54.7 43.2 30.6 25.7

18歳 0

19歳 1 1

20歳 0
21歳 0

22鰻 1 1

23歳 1 1

24歳 2 2

25鰻 1 1

26歳 2 2

27歳 3 2 1

28鰻 4 1 3

29歳 2 2

30歳 4 2 2
31鰻 4 4

32歳 0

33歳 2 1 1

34鰻 3 2 1

35歳 1 1

36歳 4 4

37鰻 3 2 1

38歳 1 1

39歳 2 2

40鰻 1 1

41歳 0

42歳 0

43鰻 1 1

44歳 1 1

45歳 1 1

46鰻 1 1

47歳 0

48歳 1 1

49鰻 0
50歳 0

51歳 8 2 1 5

52鰻 1 1

53歳 4 1 2 1

54歳 2 1 1

55鰻 4 1 3

56歳 4 2 1 1

57歳 2 1 1

58鰻 3 1 1 1

59歳 0

60歳 1 1

61鰻 1 1

一23一



員 各 種 免 許 等 取 得 状 況

(H24.4.1現 在)

階級別

資格別
計 消防監 司令長 司令 司令補 士長 副士長 消防士

計 2 64 65 218 116 0 91

大型特殊自動車免許 3 2 1

けん引自動車免許 3 2 1

大型自動車免許 65 10 9 28 13 5

中型自動車免許 19 8 5 6

普通自動車免許 77 1 10 10 28 14 14

自動=輪 車免許 34 1 5 7 9 5 7

危険物取扱者 乙4 46 4 5 12 13 12

高圧ガス製造保安責任者 1 1

無
線

特殊無線技士1級 陸上 0

特殊無線技士2級 陸上 73 10 10 28 14 11

アマチュア無線技士 10 5 2 3

小型移動式クレーン資格 58 3 6 24 14 11

玉掛け 61 4 6 25 14 12

消防設備士
甲種 0

乙種 2 1 1

衛生管理者
1種 1 1

2種 4 3 1

ボ イラー技士
1級 0

2級 1 1

一般毒物劇物取扱者 2 2

火薬類取扱保安責任者 2 2

ガス溶接技能者 43 1 3 17 13 9

フ ォー ク リフ ト 3 1 2

電気工事士 2 1 1

車両系建設機械 1 1

特定化学物質作業主任者 17 2 1 11 3

救急救命士 17 3 1 10 3

酸素欠乏 ・硅化水素危険作業主任者 11 5 5 1

一24一



平 成23年 度 主 要 事 業(施 設 ・備 品 整 備)一 覧 表

主 要 事 業 名 内 容

防災基盤整備事業

○防火水槽新設工事 ・40㎡級耐震性防火水槽2基(上 野町 みずほ台)

O車 両等更新 ・高規格救急自動車及び積載資機材 更斬

・消防団第3分 団中庄車庫 小型動力ボンプ付積戟車 更新

・消防団第6分 団松山車庫 小型動力ポンプ付軽積載車 更新

・積載台車付小型動カポンプ 更新(上 白木 原尾 女性分団)

O施 設整備 ・消防団第11分 団坂下車庫改築工事

市単独事業

○消防団車庫修繕 ■ 肖防団第10分 団萩原車庫塗装修繕

● 肖防団第5分団辺法寺車庫外壁張替え等修繕
● 肖防団第8分 団天神車庫シャッター取替修繕

● 肖防団第4分 団川崎車庫ホース乾燥鉄塔塗装修繕

○消防庁舎修繕 ・関消防署浄化栢放流ポンプ取替修繕

・亀山消防庁舎屋外監視モニター交換修繕

・亀山消防庁舎空調機各種修繕

・訓練塔梯子ブラケッ ト取替修繕

・亀山消防庁舎正面玄関ガラス取替修繕

・関消防庁舎外壁等改修修繕

・亀山消防庁舎発禧機バッテ リー取替修繕

・亀山消防庁舎 エ レベ ーター基 盤取替修繕

○消火栓設置等工事 ・新設5基

・改修6基

・移設4基

・修繕6基

O自 治会消防用設備 ・消火器具収納ボックス等

設置費補助事業 31自 治会24設 備等
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火 災 生 状 況

60

50

40

律

整30

20

10

0

過去10年 間の火災件数

50

44

3533

30

2424

H14年H15年H16年H17年H18年H19年H20年H21年H22年H23年

(年)

平成23年 火災種別

林 野火 災,1

ロ建物火災

■林野火災

ロ車両火災

ロその他火災



10年 間 の 火 災 件 数 ・ 損 害 額 等 比 較 表

区 分

年 別

火 災 件 数 焼 損 面 積 死傷者

損害額(千 円)

合

計

建

物

林

野

車

両

そ
の

他

建物(㎡) 林 野(a)

死

者

負
傷
者

平成14年 46 7 2 10 27 1,388 2 1 3 84,555

平成15年 50 18 1 17 14 1,144 2 4 87,019

平成16年 44 15 2 13 14 1,140 3 1 116,171

平成17年 46 17 2 13 14 626 1 3 49,912

平成18年 37 12 3 10 12 856 6 1 2 41,797

平成19年 30 14 2 6 8 267 20 4 121106

平成20年 33 19 1 7 6 619 2 4 34,403

平成21年 24 4 2 9 9 6 2 4,313

平成22年 24 7 1 7 9 260 1 2 37,948

平成23年 35 9 1 6 19 742 4 1 2 16,672



件災火火出

2

月1

2

1

1

1

月1

1

1

o

月1

2

1

1

9

月

0

8

月

0

7

月

2

2

6

月

2

1

1

5

月

2

1

1

4

月

11

1

1

6

2

1

3

月

5

1

1

1

1

1

2

月

4

3

1

-

月

4

1

1

1

1

合

計

35

0

2

0

0

0

0

0

0

0

0

4

0

1

0

1

1

0

0

13

0

1

2

3

1

2

1

3

別月

別因原

計合

こばた

うんこ

どまか

どまか呂風

炉

炉却焼

ブ
一

トス

つたこ

一

ライボ

道煙
●

突煙

管気排

器機気電

置装気電

線配の等話電
●

灯電

関機燃内

具器線配

びそあ火

一
タイラ

■

チツマ

火きた

機断切
●

機接溶

火灯

花火の突衝

灰取

れ入火

火放

い疑の火放

他のぞ

明不
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月 火 災 状 況

区分

月別

出 火 件 数 焼損面積 死傷者

り
災

世
帯

損 害 額(千 円)

合

計

建

物

林

野

車

両

そ
の
他

建物

(㎡)

林野

(a)

死

者

負
傷
者

合

計

建

物

林

野

車

両

そ
の
他

合計 35 9 1 6 19 744 4 1 9 6 16,718 141688 108 1,644 278

1月 4 1 1 2 78 1 1 41624 4,315 309

2月 4 4 2 2

3月 5 3 2 7 2 87 57 30

4月 11 2 1 1 7 2 4 1 2 229 2 108 73 46

5月 2 1 1 342 342

6月 2 1 1 147 1 0 1 1295 1,295

7月 2 2 1 706 706

8月 0 0

9月 0 0

10月 2 1 1 20 332 132 200

11月 1 1 490 6 8,887 8,887

12月 2 1 1 214 214
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出 火 火 災 状 況

区 分

時間帯別

火 災 件 数 焼 損 面 積 死傷者

損害額(千 円)合

計

建

物

林

野

車

両

そ
の

他

建物(㎡) 林野(a)

死

者

負
傷
者

合 計 35 9 1 6 19 744 4 1 3 16,672

0～1 0

1～2 1 1 78 4,315

2～3 1 1

3～4 3 1 2 2 1 710

4～5 0

5～6 0

6～7 0

7～8 0

8～9 1 1

9～10 2 2 1

10～11 3 3 30

11～12 3 1 2 4 108

12～13 2 1 1 1 342

13～14 1 1 1

14～15 5 2 3 489

15～16 5 1 4 20 132

16～17 2 2

17～18 1 1 1 2

18～19 0

19～20 2 1 1 347

20～21 0

21～22 1 1 490 8,887

22～23 0

23～24 2 2 152 1 1,310
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覧 表
H24.4.1現 在

水消市山

地区別

区 分

合

計

亀
山

井
田
川

神
辺

昼
生

川
崎

野
登

白
川

関
加
太

坂
下

合 計 2,071

1

600 291 132 81 243 132 101 359 102 30

配

管

径

小 計 1,652 505 248 110 57 184 102 81 279 66 20

50mm 11

1

2 1 5 1 1 1

75mm 665

1

196 96 34 18 65 49 18 129 48 12

100mm 384

1

96 51 27 13 48 30 33 67 15 4

125mm 9

1

2 1 1 5

150mm 345

1

127 61 10 19 40 22 25 35 3 3

200mm 86

1

34 8 2 8 5 29

250mm 42

1

19 5 13 5

300mm 50

1

9 11 25 5

350mm 29

1

11 10 8

400mm 21

1

4 5 12

450mm 10

1

5 5

防

火

水

槽

公

設

小 計 419 95 43 22 24 59 30 20 80 36 10

20㎡ 未満 34

1

4 5 2 3 3 2 7 8

20㎡ 以上 ～

40㎡ 未満
100

1

14 3 7 6 15 8 6 23 14 4

40㎡ 以上 ～

60㎡ 未 満
271

1

68 34 13 18 41 19 12 47 14 5

60㎡ 以上 ～

100㎡ 未 満
7

1

5 1 1

100㎡ 以上 7

1

4 1 2
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月 別 消 防 訓 練 指 導 回 数 表

実施主体別

月 別

合

計

自
治
会

事
業
所

保幼
育稚
園園

そ

の
他

合計 94 13 51 27 3

4月 3 3

5月 2 2

6月 9 3 6

7月 4 3 1

8月 6 2 3 1

9月 11 3 7 1

10月 20 1 6 12 1

11月 19 2 11 6

12月 5 5

1月 1 1

2月 7 4 3

3月 7 2 5
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救 出 状 況

過去10年 間の救急出動件数
2,500

2,000

1,500

律
麩

1,000

500

0

1,937

1,5061,532
一

一
1,619t6481

,581一
一

1,565

一

1,842

一
一

一

一

一

一

一

1,320

一
1,334

一

H14年H15年H16年H17年H18年H19年H20年H21年H22年H23年

(年)

自損行禍

労働災害

平成23年 救急種別

加害10火 災

その128

ロ急病

■交通事 故

ロー般 負傷

ロ労働 災害

■自損 行為

ロ運動競 技

■加害

ロ火災

■その他



年 救 急 出 状 況

年別

事故別

平成

14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年

合 計

出動件数 t320 1,334 1,506 1,532 t619 1,648 1,581 1,565 t842 1,937

搬送人員 1,347 1,368 1,515 1,553 1,653 1,655 1,540 1,551 1,809 1,897

交通事故
出動件数 309 284 289 272 289 290 263 226 291 275

搬送人員 377 367 359 345 365 356 304 278 334 322

急 病
出動件数 692 729 824 917 957 1,007 958 969 1,130 1,155

搬送人員 670 688 777 871 927 954 893 921 tO71 1,089

一般負傷
出動件数 162 173 200 195 204 208 209 217 244 312

搬送人員 154 170 191 193 200 203 201 213 232 300

労働災害

出動件数 26 24 40 25 31 41 24 32 23 26

搬送人員 26 24 40 27 31 41 25 33 23 26

自損行為

出動件数 10 15 17 10 16 4 24 23 20 18

搬送人員 7 14 13 8 11 4 17 13 15 11

加 害
出動件数 9 4 13 10 9 7 11 3 4 10

搬送人員 9 4 15 11 10 6 11 2 4 9

運動窺技
出動件数 9 10 5 7 7 2 4 8 10 12

搬送人員 9 11 5 7 7 2 4 7 10 12

水 難
出動件数 1 2

搬送人員 0 1

火 災
出動件数 3 1 1 1 2 1 1

搬送人員 3 1 1 1 2 1

自然災害
出動件数 1 2

搬送人員 1 3

そ の 他

出動件数 100 94 116 96 106 86 85 85 119 128

搬送人員 92 89 113 91 102 85 83 83 119 128
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月 急 出 件

別

火

災

目

然

災

害

水

難

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

目

損

行

為

急

病

そ の 他事故別

月

区分

合

計

小

計

転

院

搬

送

医

師

搬

送

資
器

材
輸

送

そ

の

他
合

計

出動 件数 11937 1 275 26 12 312 10 18 1,155 128 124 4

搬 送 件数 11818 248 26 12 299 9 11 1,087 126 124 2

不搬送件数 119 1 27 13 1 7 68 2 2

搬 送 人員 11897 322 26 12 300 9 11 1,089 128 125 3

-

月

出動 件数 176 21 2 1 26 1 120 5 5

搬 送 人員 176 31 2 1 24 113 5 5

2

月

出動 件数 127 16 1 26 1 1 72 10 9 1

搬 送 人 員 126 16 1 26 1 1 71 10 9 1

3

月

出動 件数 138 1 20 2 1 13 1 3 85 12 11 1

搬 送 人員 128 19 2 1 12 3 80 11 11

4

月

出動 件数 147 18 1 21 101 6 6

搬 送 人員 139 19 1 20 93 6 6

5

月

出動 件数 169 22 1 1 30 2 103 10 10

搬 送 人 員 164 23 1 1 29 2 98 10 10

6

月

出動 件数 151 18 3 1 23 3 2 94 7 7

搬 送 人員 145 23 3 1 22 3 1 85 7 7

7

月

出動 件数 165 21 5 2 24 3 92 18 18

搬 送 人員 160 24 5 2 24 1 86 18 18

8

月

出動 件数 179 20 4 1 20 3 2 113 16 16

搬 送 人 員 186 32 4 1 20 3 110 16 16

9

月

出動 件数 157 40 1 33 1 77 5 5

搬 送 人員 165 52 1 31 1 75 5 5

10

月

出動 件数 167 30 1 2 30 94 10 9 1

搬 送 人員 166 33 1 2 28 91 11 9 2

11

月

出動 件数 179 27 1 30 1 3 99 18 17 1

搬 送 人員 173 29 1 29 1 2 93 18 18

12

月

出動 件数 182 22 5 2 36 1 105 11 11

搬 送 人員 169 21 5 2 35 1 94 11 11
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間 帯 別 救 急 出 動 件 数 表

事故別

時刻別

合

計

火

災

目

然

災

害

水

難

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

目

損

行

為

急

病

そ

の

他

合計 1,937 1 0 0 275 26 12 312 10 18 1,155 128

0～2未 満 91 9 10 3 2 64 3

2～4〃 74 8 1 5 55 5

4～6〃 63 9 10 1 42 1

6～8〃 136 13 25 2 95 1

8～10〃 246 41 8 1 54 1 1 122 18

10～12〃 233 24 3 6 29 1 4 131 35

12～14〃 205 28 4 40 1 2 112 18

14～16〃 185 38 5 1 33 1 1 93 13

16～18〃 221 50 2 1 30 125 13

18～20〃 209 31 2 1 34 4 124 13

20～22〃 152 1 13 1 2 26 1 104 4

22～24〃 122 11 16 2 1 88 4
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応 急 明易 件

事故別

応急処置別

合計 急病 交通事故 一般負傷 その他

合 計 6,863(70) 41140(52) 11087(4) 1,035(3) 601(11}

止 血 47(1) 1 13 22 11(1)

固 定 382 13 232 118 19

人工呼吸 5(1) 4 1(1)

心臓 マッサ ージ 2 2

心肺蘇生 55(1) 44(1) 2 7 2

酸素吸入 520(1) 371 48 42 59(1)

気道確保 90(2) 72(1) 3 10 5(1)

保 温 104 77 9 12 6

被 覆 163(3) 3 61(1) 80(1) 19(1)

在宅療法継続 22 18 1 1 2

シ ョックパ ンツ 0

除細動 5(1) 5(1)

静脈路確保 13 11 2

蘂剤授与 2 1 1

血圧測定 1,787(22) 1.026(18) 301(2) 282(1) 178(1)

心音 ・呼吸音聴取 159(1) 102 36 17 4(1)

血中酸素測定 1,816(19) 1,041(16) 306(1) 287(1) 182(1)

心電図 754(12) 599(9) 42 59 54(3)

その他 937⑥ 750(6) 33 95 59

応 急 処 置 対 象 人 員 1,880(34) 1,087(26) 311(2) 297(1) 185(5)

()内 は不搬送の場合の現場応急処置件数
一37一



年 令 別 搬 送 人 員 表

事故別

年令別

合

計

火

災

目

然

災

害

水

難

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

目

損

行

為

急

病

そ

の

他

合 計 1,897 0 0 0 322 26 12 300 9 11 1,089 128

新 生 児

(生後28日 以下)
4 1 1 2

乳 幼 児
(生 後29日 ～6
才)

89 13 23 50 3

少 年

(7才 ～17才)
77 35 3 15 1 1 19 3

成 人
(18才 ～64
才)

737 221 23 9 69 5 10 366 34

高 齢 者

(65才 以上)
990 52 3 192 3 654 86
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月 別 救 命 講 習 参 加 人 員 表

講習区分別

月別

合
計 雇

普
通
救
命

上
級

普
及
員

合計 1β14 961 821 0 32

4月 45 45

5月 94 68 26

6月 352 261 91

7月 249 125 124

8月 52 52

9月 424 166 258

10月 104 22 65 17

11月 185 122 48 15

12月 49 12 37

1月 36 15 21

2月 142 110 32

3月 82 8 74
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7 隔

通信 ・指令

119



消 防 緊 急 通 信 指 令 シ ス テ ム 概 要

情報指令室は、119番 通報の受信によ り各署へ迅速な出動指令を行う

ほか、各出動車両に支援情報等を送 り、複雑多様化するさまざまな災害に

的確に対処 しています。

嬉
蟄

平成22年3月 か ら、NTT電 話及 び携帯電話 、IP電 話(イ ンターネッ トを利用す る電話)

からの119番 通報時に対 して、 「119番 通 報位 置情 報通知シス テム」の運用 を開始 し

ています。

この シス テム は、携帯 電話、IP電 話及 びNTT固 定 電話 か らの119番 通報時に、音声通 話

と同時に通報者の位置情報を消防本部に通知するものです。

119番 通

旦

鴇 ん

馨讐
逓 轍 愛 付 翻9壷.

ζぢ ●

火災 ・救急 ・救助等の災害通報は、情報指令室で
受信 されます。

指令 台に よって、119番 通報 の受付 と同時に コ

ン ピューターに よる処理 が開始 されます。

旦

災 害 壇 点 ・

災害●溺決定

旦
予 告 摺 禽

〆

隊 ● 成 醗
旦

本 摺 令

旦

発信地表示システム、地図検索装置により通報場
所の住所と付近の地図が自動的に表示されます。
通報者からの聞取 りにより、災害種別(火 災 ・救

急 ・救助等)を 決定 します。

冊.1'団

出 動 幽

災害通報を受信中である旨を各署に知 らせ出場準
備を促します。

災害地点、災害種別が決定されると、出場隊が自
動的に編成されます。

ウ ー ・ウ ー1火 災 指 令1

出動する署に音声合成の出場指令を流すととも
に、災害地点の地図と指令内容を送出します。

出動指令によ り、各車両 が出動 します。

*平 成28年5月 末 日までに、消防 ・救急無線 は

アナ ログ回線か らデジタル回線 に移行 します。
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月 気 状 況
主
た
る

風
向

風 速(m/s) 気 温(℃) 湿 度(%)

降

水

量

(mm)

平

均

最

大
瞬
間

平

均

最

高

最

低

平

均

最

低

1月 西北西 5.3 22.5 2.6 11.1 一5
.4 74.3 33.7 3.5

2月 西北西 4.1 20.7 5.7 19.5 一3
.6 75.2 25.7 92.5

3月 西北西 4.6 19.7 6.1 19.0 一3
.2 76.3 17.1 58.0

4月 西北西 4.3 21.1 11.9 25.1 0.0 71.8 9.5 67.5

5月 西北西 3.6 30.9 17.6 29.2 7.4 81.4 25.8 312.5

6月 西北西 2.7 16.2 22.4 35.9 14.6 87.0 33.0 291.5

7月 西北西 3.2 25.8 26.0 34.6 20.2 65.8 33.0 290.0

8月 西北西 2.4 14.0 26.8 36.8 21.5 67.1 38.8 115.5

9月 西北西 4.0 26.7 23.1 33.0 13.1 56.5 32.7 720.5

10月 西北西 3.3 17.1 17.2 26.8 6.3 819 33.3 163.0

11月 西北西 3.6 20.1 13.0 24.3 1.3 81.3 31.2 62.5

12月 西北西 4.6 22.8 6.1 16.3 一2 .8 78.0 40.6 21.5

平 均 西北西 3.8 21.5 14.9 26.0 5.8 74.7 29.5 183.2

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

0

0

「0

0

℃ 月 別 平 均 気 温

123456789101112月

750.0

700.0

650.0

60α0

55α0

500.0

450.0

400.0

35α0

30α0

250.0

200.0

150.0

100.0

50.0

0.0

mm

月 別 降 水 量

一 一 一 一 一 一一■「一一一一

123456789101112月
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防 火 対 表
(H24.3.31現 在)

防火対象物の別
施行令第6

条による防
火対象物

防火管理者を必蔓とする

防 火 対 象 物

甲 種 乙 種

1
イ 劇 場 ・ 映 画 館 ・ 観 覧 場 1 1

口 公 会 堂 ・ 集 会 場 94 15 74

2

イ キ ャ バ レ ー ・ カ フ ェ ー 等

口 遊 技 場 。 ダ ン ス ホ ー ル 4 4

ハ 風 俗 営 業 等 の 店 舗

二 カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス 等

3
イ 待 合 ・ 料 理 店 の 類 1 1

口 飲 食 店 58 12 24

4 百 貨 店 ・ マ ー ケ ッ ト 等 91 34 10

5
イ 旅 館 ・ ホ テ ル ・ 宿 泊 所 21 16

口 寄 宿 舎 ・下 宿 ・共 同 住 宅 379 36 4

6

イ 病 院 ・ 診 療 所 ・ 助 産 所 25 8 1

口 養 護 施 設 ・児 童 福 祉 施 設 11 11

ハ 老 人 デ イ サ ー ビ ス 等 28

二 幼 稚 園 ・ 養 護 学 校 7 7

7 小 ・中 ・高 ・大 学 ・各 種 学校 82 25 14

8 図 書 館 4 2

9
イ 蒸 気 浴 場 ・ 熱 気 浴 場 等

口 公 衆 浴 場 1

10 停 車 場 5

11 神 社 ・ 寺 院 ・ 教 会 の 類 33 2 2

12
イ 工 場 ・ 作 業 場 532 27 1

口 映 画 ・ テ レ ビ ス タ ジ オ

13
イ 車 庫 ・ 駐 車 場 50

口 飛 行 機 等 の 格 納 庫

14 倉 庫 361 1

15 前 各 項 に 該 当 しな い事 業 所 420 30 17

16
イ 特 定 複 合 用 途 建 築 物 205 76 29

口 そ の 他 の 複 合 用 途 建 築 物 95 3 3

17 文 化 財 等 の 建 造 物 10 1 2

18 延 長50m以 上 の ア ー ケ ー ド 1

合 計 2,519 311 182
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各 種 届 出 処 理 状 況

(H23.4.1～H24.3.31)

件 数区 分

建 築 同 意 件 数 59

消 防 用 設 備 等 着 工 眉 74

消 防 用 設 備 等 設 置 届 120

防 火 対 象 物 使 用 開 始 届 32

消 防 計 画 46

防 火 管 理 者 選 解 任 届 83

乾 燥 設 備 1

炉 4

厨 房 設 備

ボ イ ラ ー 設 備 3

給 湯 湯 沸 設 備 6

変 電 設 備 10

発 電 設 備 1

サ ウ ナ 設 備

蓄 電 池 設 備 1

ネ オ ン 管 灯 設 備

り 災 証 明 交 付 数 21

喫 煙 ・ 裸 火 の 使 用 等 8

火 災 と ま ぎ ら わ し い 行 為 100

煙 火 打 上 36

道 路 交 通 障 害 895

水 道 の 断 水 1

催 物 開 催 6

少 量 危 険 物 10

指 定 可 燃 物 5

液 化 石 油 ガ ス 19

合 計 1,541
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危 険 物 製 造 所 等 の 施 設 推 移 状 況(完 成 検 査 済)
(H24.3.31現 在)

年度別

製造所等

平成
19年 度

平成
20年 度

平成
21年 度

平成
22年 度

平成
23年 度

合 計 409 397 392 385 377

製 造 所 2 2 2 2 2

貯蔵所

屋 内 貯 蔵 所 53 51 51 51 51

屋 外 タ ン ク
貯 蔵 所

71 70 71 71 71

屋 内 タ ン ク

貯 蔵 所
49 48 48 48 42

地 下 タ ン ク

貯 蔵 所
64 60 58 55 55

簡 易 タ ン ク
貯 蔵 所

0 0 0 0 0

移 動 タ ン ク
貯 蔵 所

16 14 13 12 12

屋 外 貯 蔵 所 17 17 17 16 16

取扱所

給 油 取 扱 所 58 58 57 57 57

販 売 取 扱 所 0 0 0 0 0

一 般 取 扱 所 79 77 75 73 71



危 険 物 製 造 所 等 申 請 ・ 届 出 処 理 状 況

(H23.4,1～H24.3,31)

月別

区分

合
計

4

月

5

月

6

月

7

月

8

月

9

月

10

月

11

月

12

月

1

月

2

月

3

月

合計 262 21 20 9 28 36 39 11 17 22 24 15 20

許 可

(設 置 ・変更)
55 5 10 7 7 3 4 11 4 4

完成検査
(設置 ・変更)

53 1 3 1 4 10 8 3 3 1 9 4 6

仮使用承認申請書 48 5 8 6 7 1 3 10 1 3 4

仮貯蔵仮取扱承認
申請書

0

完成検査前検査申請書 2 2

保安監督者
選任 ・解任届出書

36 4 5 3 3 4 6 2 3 3 2 1

設置者の氏名
変更届出書

15 1 3 1 1 4 1 1 3

譲渡引渡届出書 1 1

予防規程認可申請書 3 1 1 1

品名、数量又は指定数

量の倍数変更届出書
11 3 1 2 2 1 2

廃止届出書 13 5 2 6

休止届出書 0

資料提出書 24 1 3 1 1 2 1 2 2 7 2 2

危険作業開始届出書 0

危険物事故発生届 1 1

在庫管理計画書 0

完成検査済証
再交付申請書

0
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住 宅 用 火 災 警 報 器 に 関 す る ア ン ケ ー ト調 査 結 果

(平成23年 度)

アンケー ト結 果(主 な もの)

★設置率69.4%

★ アンケー ト回答数8,226世 帯

★寝室と階段に設置が義務付けられたことをご存知ですか。

知 っている88%知 らない12%

★寝室 、階段 以外には、 どこに設置 して あ りますか。

台所32%居 間13%廊 下5%そ の他5%

★どのようにして設置しましたか。
自分で56%家 主が12%補 助等12%新 築時10%

★設置 していない理由は何ですか。(主 なもの)

費用がかかる23%知 らないから14%取 付困難12%
効果が疑問11%罰 則がないから7%購 入方法不明6%

設置率の高い地区ベス ト3(市 内を10地 区に分けて集計 しました。

順 位 1位 2位 3位

地区名 坂下 神辺 亀山 関

設置率(%) 88.5 76.3 74.8 74.8

(参 考 消防庁発表 平成23年6月 時点の推計菅及率 全国71.1%、 三 重県68.7%)
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幼 少 年 ・ 女 性 防 火 委 員 会 加 入 団 体 一 覧 表

(H24.4.1現 在)

ク ラ ブ 名 称 クラブ員数 結成年月日

亀 山 愛 児 園 幼 年 消 防 ク ラ ブ 48 昭和59年12月1日

亀 山 市第 三 愛 護 園幼 年 消 防 ク ラ ブ 25 昭和59年12月1日

川 崎 愛 児 園 幼 年 消 防 ク ラ ブ 74 昭和59年12月1日

坂 本 女 性 防 火 ク ラ ブ 13 昭和63年7月1日

池 山 女 性 防 火 ク ラ ブ 6 昭和63年7月1日

安 楽 女 性 防 火 ク ラ ブ 11 昭和63年7月1日

原 尾 女 性 防 火 ク ラ ブ 9 昭和63年7月1日

辺 法 寺 女 性 防 火 ク ラ ブ 19 昭和63年7月1日

小 川 女 性 防 火 ク ラ ブ 26 平成6年6月1日

楠 平 尾 女 性 防 火 ク ラ ブ 1 平成8年4月1日

CEFみ ず ほ 台 女 性 防 火 ク ラ ブ 17 平成22年4月1日

亀 山 市 少 年 消 防 ク ラ ブ 16 平成24年4月1日

合 計 265
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市

長

団

消

副団長

副団長

副団長

副団長

副団長

副団長

定員415名

実員413名(平 成24年4月1日 珊在)

一 第一分団長 一 第一分団員(亀 山地区北部)

一 第二分団長 一 第二分団員(神 辺地区)

第三分団長 第三分団員(昼 生地区)

第八分団長 第八分団員(亀 山地区南部)

一 第四分団長 一 第四分団員(川 崎地区)

一 第七分団長 一 第七分団員(井 田川地区)

第五分団長 第五分団員(野 登地区)

第六分団長 第六分団員(白 川地区)

第九分団長 第九分団員(関 地区中央)

第十分団長 第十分団員(関 地区周辺)

第十一分団長 第十一分団員(坂 下地区)

第十 二分団長

女性分 団長
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第十二分団員(加 太地区)

女性分団員(亀 山市全域)



代

削

長

儲

団

市山

防

亀旧

消

氏 名 生年月日
就任年月日

在職年数
退任年月日

伊 藤 栄 二 郎 明治42年10月13日
昭和30年5月1日

14年5カ 月

昭和44年10月10日

一 見 忠 夫 大正2年7月9日
昭和44年12月1日

11年4カ 月

昭和56年3月31日

村 山 守 昭和6年8月7日
昭和56年4月1日

10年0カ 月

平成3年3月31日

鈴 木 吉 男 大正13年2月25日
平成3年4月1日

6年7カ 月
平成9年10月31日

葛 西 行 弘 昭和10年10月30日
平成9年11月1日

7年2カ 月

平成17年1月10日

旧 関 町

氏名 生年月日
就任年月日

在職年数
退任年月日

山 内 喜 久 夫 大正2年5月24日
昭和30年4月17日

4年9カ 月

昭和35年1月27日

吉 沢 利 信 大正3年3月26日
昭和35年1月28日

11年3カ 月
昭和46年4月30日

松 林 孝 太 郎 大正15年3月1日
昭和46年5月1日

5年9カ 月
昭和52年1月31日

川 戸 薫 昭和3年1月3日
昭和52年2月1日

18年2カ 月

平成7年3月31日

山 内 克 巳 昭和11年5月25日
平成7年4月1日

6年0カ 月
平成13年3月31日

落 合 秀 史 昭和12年12月4日
平成13年4月1日

3年9カ 月
平成17年1月10日

亀 山 市(合 併後)

氏 名 生年月日
就任年月日

在職年数
退任年月日

葛 西 行 弘 昭和10年10月30日
平成17年1月11日

一

現在に至る
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消 防 表

(H24.4.1現 在)

階級別

組織別
合 計 団 長 副団長 分団長 副分団長 部 長 班 長 団 員

実 員 413 1 6 13 26 44 46 277

団 本 部 7 1 6

第 一 分 団 30 1 2 4 3 20

第 二 分 団 33 1 2 4 5 21

第 三 分 団 33 1 2 4 3 23

第 四 分 団 40 1 2 4 5 28

第 五 分 団 40 1 2 4 6 27

第 六 分 団 35 1 2 4 4 24

第 七 分 団 24 1 2 2 2 17

第 八 分 団 26 1 2 2 2 19

第 九 分 団 36 1 2 4 4 25

第 十 分 団 39 1 2 4 4 28

第十一分団 20 1 2 3 3 11

第十二分団 30 1 2 3 3 21

女性分団 20 1 2 2 2 13
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消 防 年 令 表
(H24.4.1)

階 級別

年齢別
合 計 団 長 副団長 分団長 副分団長 部 長 班 長 団 員

合 計 413 1 6 13 26 44 46 277

平均年令 42.4 76.0 61.3 56.2 53.2 48.8 46.3 38.5

18才 0

19才 0

20才 0

21才 3 3

22才 0

23才 2 2

24才 1 1

25才 5 5

26才 8 8

27才 3 3

28才 3 3

29才 1 1

30才 7 7

31才 12 1 11

32才 10 10

33才 6 6

34才 13 13

35才 14 14

36才 14 1 13

37才 19 1 18

38才 22 1 21

39才 18 2 16

40才 21 1 1 1 18

41才 22 4 3 15

42才 20 1 2 1 16

43才 13 1 1 11

44才 15 1 1 2 11

45才 16 1 1 5 9

46才 17 2 3 4 8

47才 24 1 1 3 10 9

48才 11 5 3 3

49才 16 2 4 1 9

50才 6 2 1 1 2

51才 9 1 2 4 2

52才 5 2 1 2

53才 7 1 2 3 1

54才 5 1 1 3

55才 3 1 1 1

56才 4 2 2

57才 8 1 3 2 1 1

58才 7 3 1 1 2

59才 7 1 3 2 1

60才 3 1 1 1

61才 5 2 1 2

62才 2 1 1

63才 2 1 1

64才 3 1 1 1

65才 以上 1 1
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消 防 車 等 覧 表

消防ボン 自動車

年式 昭和62年

水槽付消防ポンプ自動車が進入困難な道路狭
隙地域に容易に進入することが可能で、早期に

火災現場直近の水利 を確保 し、放水体制を整え
ることが可能です。

_一 」L
〆.巴 」 ぐ

,一

・一 ≠ 一
'

窟

,.

'、型 ボン ・ 四

年式 平成23年

軽自動車に小型動力ボンプ(可 搬ポンプ)を
積んだ車両です。消防団車両で現在市内に3台
配備されています。

小型動力ボン 付積載車

年式 平成23年
小型の トラックに小型動力ポンプ(可 搬ボン

プ)を 積んだ車両です。消防団車両に多く配備

されています。

躍'・・用 四

年式 平成10年

水槽付消防ポンプ自動車や、消防ポンプ自動
車が進入困難な山道、林道に容易に進入するこ
とが可能で、山間部の多い亀山市では活躍 して
います。

●,」 ●「 印 ●・ 、

● ■,

'、型 ボン ・ロ

年式 平成23年

小型動カポンプ付台車は、容易に操作ができ
消防自動車が現場到着前に、早期に火災現場直
近の水利を確保し、放水体制を整えることが可

能です。

●

4.
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